













































釈』を著した時、よあけころの時間経過について、 「月のないアカツキの暗黒の空が日出前一時間半くらいからわずかに透明度のあるダークブルー（濃い縹）と替わり、やがて半透明の縹色から朝縹と変わって、日出前三 四○分頃から空は一面に白みはじめると共に、高い雲がトキ色に染ま 来る。 」のように述べている。年を通じて考えると、天文薄明の時間は、日の出前一時間半から五十分ほどの間で変化するから 萩谷の観察は夏の状況のみに対応しており、科学的に精確であるとは言い難いのだが 古典作品を読むときは大体萩谷 指摘に従えばよいと考える。萩谷の意見を繰り返すと、 出前一時間半くらいに夜が白み始め 出前三、四十分くらいで、ほぼ 以降 視界 保持されるようにな これが萩谷の意見である。先に述べた『百人一首』の注釈書類は、アサボラケをほぼ日の出前一時間半ほどとと えていること わかる。
二
　ところがである。各注釈書のアサボラケの注釈を見てみると、 「夜がほのぼの明
けるころ。 」 （ 「講談社」 ） 、 「夜がほのぼのとアケはじめ 分。 」 （ 「ちくま」 ） 、 「夜がほのぼのと明けるころ。あけぼのよりやや明るく 既に夜が明けた 言える刻限をさしたが、後に混同される 」 （角川」 ） 、 「夜が ぼの 明けるころ。元来 あけぼのよりやや明るい時と たが、定家の頃 両者混同されていたという。 」 （ 「笠間」 ）
　ほぼ二つの意見に集約されることがわかる。前二者と後二者とである。前二者は、「夜がほのぼの明けるころ。 」 （ 「講談社」 ）という注釈のみがつけられ、後二者にはは、その意見とともに、アサボラケの語史が加えられている。
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是則がこの歌を作ったとき 定家 こ 歌を『百人一首』に撰入したときで アサボラケの意味は変化していたことになる。いや、徳原の論文の主題 むしろそ点にあった。 「朝ぼらけ…」の歌が平安時代に中期にはあまり評価されていなかったのに、平安時代末から高評価を得る うになった は、アサボラケのイメージが変わり、和歌の理解 大きく とによると 主張だった。
三
　本稿では、この歌の評価の変遷と言った問題には触れるこ をしない。アサボラ










　石田は、 『源氏物語』中の の用例を検討し、 「 けた、と言える頃から
明け果てるまで、朝といふ言葉を使へば、朝早い頃である。 」と主張する。しかし、たとえば、動詞アクの意味を文字通り夜が明けたという意味 限定して捉えていたり、アカツキを夜明けごろ 捉えて、用例を検討して るために、結果としてアサボラケの意味用法 かなり 違えたものと理解していると推量される。今一度アサボラケの用例を検討する理由 ある。先に述べておくが 「夜のあく」表現も同様で、私にはこの表現も日付が変わる意味であろうと考えている。もう一つ「朝」の問題だが、当時は午前三時以降をアシタと呼んでいた事実も加えておく。
　用例の検討に移る。ここでは、石田の検討と比較しやすいように、石田の引用し
た用例を、石田の検討した順に考察する。石田は、 「源氏物語における「朝ぼらけ」の使用例は十九例である。今、その 刻を明示するに足ると思はれ 用例 便宜に従つて列挙し、簡単に説明を加へる。 」として７例を上げている。	
１
	 朝ぼらけのかたち、いとめでたくをかしげなり。東の対の南のそばに立ち手、お前の方を見やり給へば、御格子二間ば り上げて、ほ かなる朝ぼらけの程に、御簾まき上げて人々居たり。 （野分八七○）
　この文について、石田は、 「前文に「日のわずかにさし出たるに、うれへ顔なる
庭の露きらきらとして、空いとすごく霧りわたれる 」 （八六八）とあるが、これはまだ夕霧が南の町に在つた時の庭前 情景である。日が既に顔をのぞかせていなほ、引いた文に続いて夕霧の望見する秋好中宮の侍女達の姿を写すくだりに「さやか らぬ明けぐれの程云々」といふ文がある。 」と述べている。こ うち後半の「明けぐれ」については何の説明もついていない。ただ、文旨から推定すれば、 「明けぐれ」を夜が明けた時間帯と考えていると推定できる。しかし、アケグレ ついては既に私
見（９）
を述べたが、午前三時を過ぎて、有明の月が出ておらず、雨や雪で暗
い状況であった。とすると、本文の後 部分にアケグレが描かれているのだから、その前の当該分の時間ではまだ暗かった 推定でき 。石田の説明の前半部分も解釈としてよく問題 なる部分であっ 。それは、その前に「あか月方に風すこ しめりて、むらさめのやうに降り出づ。 」とそ 時間帯がまだアカツキガタ 時間帯
アサボラケ考 （ 34 ） 157
であることが知られる。その後夕霧が「うちしはぶく」と、源氏は「中将のこはづくるにぞあなる。夜はまだ深からむは」とも、 「いにしへだに知らせたてまつらずなりにしあか月の別れよ」とも言っている。 夜はまだ深からむは」とか あか月の別れよ」と源氏が言っているのだから、この時間帯はまだアカツキの時間帯、まっ暗であったはずだ。そこで、 『新日本古典文学大系』で 、 「まだ明け方には間があるだろうに。 「日わずかにさしてなどいへども。御格子降ろしたるうち て、かくの給ふ也」 （湖月抄） 」この引用した当該文の解釈に何らかの問題があることを指摘してい 。というより、次の２の用例もそうだが 光源氏の形容句で なかろうか。かかやく姫と同じ うにである
　ともかく、この用例から推定されるアサボラケの時間帯は、アカツキの時間帯と


















































る声して、いかにとか聞きも知らぬ名のりをしてうち群れて行くなどぞ聞ゆる。かやうの朝ぼらけに見れば、物いただきたる者 鬼のやうなるぞかし と聞き給ふも、 （東屋一八四六）
　この用例も、 「程もなう明けぬる心地する」とある。これも夜が明ける、明るく































































闇の中では霧は意識されず、夜が明けはなれて後初めてたち める霧が知覚される。 」と述べる。霧の名所丹波に住居を持つ論者に っ 、このような理解は承服できない。夜、闇の中でも霧が流れるのは十分視認できるし、まして 状態なら霧を視認すること ごく簡単なことな である。朝霧の中に 網代が絶え絶えに見え、だんだんに見通されていくとこの歌を読みとっ 何の問題 ない
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眺望と解され、これらに類する例はいとまがない。 」と述べていた。しかし、その実情は以上のように、全くその逆であった。他にも、アサボラケが暗い時間帯を示している用例は、それ そ枚挙にいとまのない状況だが この辺りで留めておく。
六
　以上述べてきたことをまとめれば、アサボラケという語は少なくとも平安時代を
通して、暗い時間帯を指して使用される語であった。それもその時間帯は午前三時以降を指していた。アサボラケの語源がアサビラケであり、類似のアサケと う語が午前三時以降を意味して使用される すると アサボラケ自身が午前三時過ぎの意味であったと推量される。もちろん、アシタ（朝）は午前三時以降を指して使用されるという前提は必要であろう。アシタが夜が明けて、明るくなった時間帯を指すという意見は成り立たないことをこの論は述べてい ことにもなる
　それより何より、石田穣二の論文以来アサボラケは、 「明けた と言へる頃から
明け果てるまで、朝といふ言葉を使へば朝早い頃であろう。 」 いう石田の意見は否定されなければならな 。平安中期に明るかった サボラケ 、平安末ごろ は暗くなったという徳原茂実の意見も同様否定される。平安時代に 原則アサボラケは い時間帯であったことになる。
　ただ、語史の視点から見るとき、アケボノとアサボラケの違いは、おそらく時間
















	 鈴木日出男『百人一首』 （ちくま文庫 　一九九○年 　筑摩書房〈以下「ちくま」と略称〉 ）
（３）
	 島津忠夫『新版百人一首』 （角川ソフィア文庫 　一九九九年 　角川学芸出版〈以下「角川」と略称〉 ） ）
（４）
	 井上宗雄『百人一首を楽しくよむ』 （二○○三年 　笠間書院〈以下「笠間」と略称〉 ）
（５）
	 萩谷朴『土佐日記全評釈』 （一九六七年 　角川書店）
（６）





















れる。なお、アサケについては、拙稿「あさけ（朝明）考」 （ 『日本文化史論』 〈一九九七年 　世界思想社〉所収）
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